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執筆者紹介
荒木　敏夫(あらき　としお)　専修大学文学部教授
東京都立大学人文学部大学院人文科学研究科史学専攻(博士課程)退学
【著書･論文】 『可能性としての女帝-女帝と王権-』 (青木書店､ 1999年) 『日本古代王権の研究』 (吉
川弘文館､ 2006年) 『日本の女性天皇』 (小学館､ 2006年)
矢野　建一(やの　けんいち)　専修大学文学部教授
立教大学大学院文学研究科博士課程修了
【著書･論文】 『長安都市文化と朝鮮･日本』 (共編著､汲古書院､ 2007年) ｢井真成研究-その後の研究
動向によせて-｣ 『人文科学年報』 (37号､ 2007年) 『遣唐使の見た中国と日本』 (共著､朝
日新聞社､ 2005年)
王　維坤(おう　いこん)　西北大学文博学院教授･国際文化交流学院副院長
西北大学歴史系卒業　同志社大学文学博士
【著書･論文】 『中日の古代都城と文物交流の研究』 (朋友書店､ 1997年) ｢中国唐三彩与日本出土的唐三
彩研究綜述｣ 『考古』 (1992年､第12期) 『中ロ文化交流的考古学研究』 (陳西人民出版社､
2002年) ｢締鯛之路沿線沓硯的死者口中含幣習俗研究｣ 『考古学報』 (2003年､第二期) ｢関
干中｢]古代都城的最新研究｣西安市社会科学界聯合会編『空海入唐1200周年紀念文集』
(三秦出版社､ 2004年) ｢唐代乾陵陵寝制度的初歩探付｣京都大学人文科学研究所『東方学
報』 (第76冊､ 2005年)
金子　修一(かねこ　しゅういち)　国学院大学文学部教授
東京大学大学院人文科学研究科修士課程終了
【著書･論文】 『世界歴史大系中国史2』 (共著､山川出版社､ 1996年) 『新版世界各国史3中国史』 (共著､
山川出版社､ 1998年) 『隔唐の国際秩序と東アジア』 (名著刊行会､ 2001年) 『古代中国と
皇帝祭祀』 (汲舌書院､ 2001年) 『中国古代皇帝祭祀の研究』 (岩波書店､ 2006年)
古瀬　奈津子(ふるせ　なつこ)　お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授
お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士課程単位取得退学
【著書･論文】 『唐令拾遺補』 (共編､ 1997年) 『日本古代王権と儀式』 (吉川弘文館､ 1998年) 『遣唐使の
見た中国』 (吉川弘文館､ 2003年)
加藤　謙吉(かとう　けんきち)　成城大学･中央大学･駒津大学･早稲田大学兼任講師
早稲田大学大学院文学研究科博士課程単位取得満期退学､博士(文学)
【著書･論文】 『蘇我氏と大和王権』 (吉川弘文館､ 1983年) 『大和政権と古代氏族』 (吉川弘文館､ 1991
年) 『秦氏とその民』 (白水社､ 1998年) 『吉士と西漢氏』 (白水社､ 2001年) 『大和政権と
フミヒト制』 (吉川弘文館､ 2002年) 『大和の豪族と渡来人』 (吉川弘文館､ 2002年) 『日本
書紀の読み方』 (共著､講談社現代新書､ 2004年)
石見　清裕(いわみ　きよひろ)　早稲田大学教育･総合科学学術院教授
早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程退学
【著書･論文】 『唐の北方問題と国際秩序』 (汲古書院､ 1998年) 『中国歴史研究入門』 (名古屋大学出版
会､ 2006年､分担執筆)ソグド人墓誌研究ゼミナール｢ソグド人漢文墓誌訳注(1) (2)
(3)｣ 『史滴』 26 ･ 27 ･ 28､ (2004年-2006年)
頁　梅(か　ばい)　西安碑林博物館館員
西北大学国際文化学院卒業
